


























































































































Environmental Network (JEAN)がある.毎年， 日本国内では春と秋，国際的には秋にキャン
ペーンを行ない，調査結果をもとに各方面への提言を行なっている.






































































表 2 かごしまクリーンアップキャンベーン 活動実績
1999年度 2000年度 2001年度
参 力日 人 数 1， 084人 1， 278人 1， 345人
lヱミ』 場 数 39 31 28 
ト一一一一一










プラスチック@ビニール類 57. 8 50. 0 51. 2 
発泡スチロール類 15. 7 2. 5 19.7 
金属類 5. 1 5.4 7. 1 
紙類 2. 0 2. 1 2. 8 
ガラス@陶器類 9. 9 11. 2 10.7 
木類 1.8 2. 4 1.2 
ゴム類 l.0 O. 5 O. 8 
布類 O. 5 O. 4 O. 6 






鹿児島湾岸 24.6% 23.5% 17.4% 
鹿児島県全体 15.7% 20.3% 14.5% 












































































































本水産学会誌JI68-5 : 652-658. 
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